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おもな内容

４月１日スタートした「認定こども園」

3月定例会

当初予算の審議

一般質問（6人）

議会報告会・意見交換会

どっこい、この町に生きる
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24

一般質問の動画はこちらから
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３月定例会
３月２日〜３月24日(23日間)

３月定例会

一般会計予算67億9029万円 （対前年度 3億479万円増）

　日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　町
長
の
令
和
４
年
度
施
政
方
針
を
受
け
た
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
２
日
間
に
わ
た
り
町
政

運
営
に
対
し
、
課
題
や
方
向
性
な
ど
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
、
日
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
各
会
計
当
初
予
算
な
ど
全
28
議
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　予
算
審
査
は
、
議
長
を
除
く
９
人
の
議
員
で
構
成
す
る
﹁
予
算
審
査
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
、
担
当
課
か

ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
る
な
ど
深
く
審
議
し
た
う
え
で
、
審
査
意
見
を
付
し
て
本
会
議
に
提
出
し
最
終
日
に
可

決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
審
査
報
告
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
特
別
会
計
予
算
の
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
し
ま
し
た
。

ここに注目

４年度
予算

令和

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

日
南
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

の
一
部

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
住
所

　日
南
振
興
株
式
会
社 

　
　
　代
表
取
締
役

　浅
川

　佳
紀

　日
南
町
下
石
見
１
９
９
番
地
２

イ
チ
イ
荘
及
び
山
村
広
場

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
住
所

　キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク

　
　
　代
表

　矢
田
貝

　ひ
ろ
み

　日
南
町
中
石
見
４
０
７
番
地

日
南
町
立
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　町
が
設
置
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の

設
置
及
び
管
理
並
び
に
教
育
・
保
育

の
給
付
に
関
し
て
定
め
る
も
の
。

日
南
町
立
こ
ど
も
園
の
名
称

　
　
　
　
　
　
　に
ち
な
ん
十
色

 

︵
議
決
議
案
は
４
ペ
ー
ジ
に
続
く
︶

議
決
し
た
主
な
議
案

　今迄の観光振興事業と併せ、移住相談会や農林業フェアの参加、空

き家見学会により移住定住者の増加を図るため、生山駅舎内に新法人

を設置。相談員と相談窓口を設け移住者のアフターフォローと地域住

民との連携の強化にも取り組み、住んでいる町民が豊かさを感じ、誇

れる町づくりに向けて「しごと・まち・ひと」づくりを町政の柱とし

つつ、SDGsの開発目標の推進と脱炭素社会への参加等、様々なビ

ジョンづくりと実践を進めていくこととなりました。

　そのために町民の皆様と共に想像し、デザインして課題に挑戦し次

世代につなげていきます。

会　計

合　計

金　額 前年度比較

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

再生可能エネルギー
発 電 事 業 特 別 会 計

67億9029万1千円

6億1969万2千円

8億9948万8千円

5832万2千円

1億0479万5千円

1201万5千円

2億4561万0千円

2億5384万4千円

13億6099万8千円

103億4505万5千円

3億0479万8千円

△2101万0千円

175万7千円

364万9千円

1142万5千円

9千円

1499万7千円

150万0千円

6761万5千円

3億8474万0千円

令和４年度　会計別当初予算額

令和４年度 当初予算の主な事業

移住定住の推進に新法人移住定住の推進に新法人

トマト選果場改修補助事業

トマト選果機を更新し作業効率の改善と

労働環境の整備

6098万円

境界と所有の明確化を図る

今年度調査面積16.12㎞2

4年度末進捗率38.19%

1億2601万円

国土調査事業

法人名「山里Loadにちなん」

新法人委託事業

7749万円

600万円

地域活動支援交付金

自治会や班の活動の推進と安定的な運営を図り、

活性化の一助とする（１世帯あたり3,000円）

日南病院開院６０周年
記念シンポジウム

テーマ「日南町の地域医療を考える」

85万円

デマンドバス交通システム関連

１０月からドア・ツー・ドア運行を実施

603万円

米づくり応援特別補助金

コロナ禍により経営の悪化した水稲農家を支援

し、営農意欲の継続と集落環境の維持を図る

2700万円

日野上地域振興センター改修

日野上地域振興センターのトイレを改修

1450万円
と
い
ろ
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条
例
の
改
正

◆
日
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　日
南
町
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
、
部
分
休
業
の
取
得
要
件
を
緩
和

す
る
。

◆
日
南
町
農
林
業
担
い
手
研
修
施
設

(

イ
チ
イ
荘)

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　研
修
室
︵
和
室
︶
を
二
室
宿
泊
専

用
個
室
に
改
修
し
た
た
め
、
宿
泊
料
を

従
来
の
宿
泊
専
用
と
同
じ
く
す
る
。

◆
日
南
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　消
防
団
の
処
遇
改
善
の
た
め
費
用

弁
償
か
ら
出
動
報
酬
へ
変
更
し
、
増

額
す
る
。

　消
防
団
入
団
年
齢
要
件
を
20
歳
か

ら
18
歳
に
変
更
す
る
。

議
会
発
議
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
日
南
町
い
き
い
き
定
住
促
進
条
例

　定
住
奨
励
金
に
お
い
て
配
偶
者
の

規
定
を
新
た
に
設
け
、
10
万
円
を
給

付
す
る
。

◆
日
南
町
住
宅
改
修
助
成
条
例

◆
日
南
町
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
条
例

︵
以
上
３
条
例
の
有
効
期
限
を
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
引
き
続
き
延
長

す
る
。
︶

町
道
の
路
線
変
更

◆
町
道
内
方
線
の
路
線
を
変
更

　町
道
内
方
線
の
起
点
を
、
日
南
町
新

屋
竹
ヶ
鼻
１
２
２-

１
か
ら
日
南
町
新

屋
稲
荷
前
２
０
０
３
に
変
更
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

◆
日
南
町
木
材
団
地
拡
張
造
成
工
事

　
　
　
　
　
　３
億
３
６
５
４
万
円

契
約
の
相
手
方

　日
南
町
丸
山
３
４
０
番
地
１

　サ
ワ
タ
建
設
・
福
岡
組
・
大
柄
組
・

日
南
振
興
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　代
表

　サ
ワ
タ
建
設
㈱

　

　
　
　代
表
取
締
役

　澤
田

　信
介

　舗
装
工
面
積
の
変
更
等
に
よ
り
１

８
１
９
万
８
４
０
０
円
減
額
す
る
。

◆
橋
梁
修
繕
設
計
委
託
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　７
０
０
万
円

　国
の
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補

助
金
補
正
を
踏
ま
え
、
愛
宕
橋(

上
石

見)

の
橋
梁
修
繕
設
計
委
託
業
務
を
行

う
。

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

◆
道
路
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　４
５
０
０
万
円

　町
道
・
生
活
道
及
び
県
道
除
雪
の

実
施
見
込
み
に
伴
う
増
額
。

◆
国
土
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　３
４
７
０
万
円

　令
和
３
年
度
国
の
補
正
を
踏
ま
え

た
事
業
費
の
増
額
。

　３
地
区

　1.67
㎢
︵
茶
屋
１
地
区
、

霞
２
地
区
︶

◆
予
防
衛
生
一
般
事
業

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
５
３
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
及
び
接
種
対
策
に
係
る
経
費
の

増
額
。

◆
事
業
者
応
援
た
っ
た
も
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　４
２
３
０
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
な
か
、

疲
弊
す
る
町
内
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
﹃
た
っ
た
も
カ
ー
ド
﹄
を
活

用
し
、
町
民
全
員
に
１
０
，
０
０
０

ポ
イ
ン
ト(

１
万
円
相
当
分
︶
を
付
与

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
経
済
循
環

を
促
進
さ
せ
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
病
院
運
営
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　４
５
０
３
万
円

　特
別
調
整
交
付
金(

直
診
特
別
分
︶

の
経
営
合
理
化
分
の
最
終
見
込
み
精

査
に
よ
る
増
額

たったもカードで買い物しよう

ロータリーによる除雪

感染対策のユニフォーム

１
、
備
品
購
入
費
の
執
行
に
つ
い
て

　今
回
、
各
課
の
備
品
購
入
費
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

備
品
購
入
契
約
締
結
日
と
同
時
に
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
へ
の
支
出
負
担
行

為
の
入
力
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

も
の
が
散
見
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の

こ
と
は
以
前
の
定
期
監
査
で
指
摘
し

た
事
項
で
あ
る
が
、
再
度
周
知
さ
れ

た
い
。

　ま
た
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、

早
期
予
算
執
行
に
よ
り
購
入
備
品
の

有
効
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。

２
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
に
係
る
関

係
例
規
の
見
直
し
に
つ
い
て

第
２
回
定
期
監
査
の
報
告
︵
要
旨
︶

　３
月
22
日
に
監
査
委
員
か
ら
、
定

期
監
査
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
分
散
勤
務
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
用
機
器
及
び
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
が
行
わ
れ
、
職
員
は
庁
舎
内
で

勤
務
せ
ず
と
も
、
自
宅
や
庁
舎
外
の

会
議
室
な
ど
で
業
務
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
試

行
的
で
は
あ
る
が
複
数
の
職
員
が
自

宅
で
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
育
児
や
介

護
な
ど
の
時
間
的
制
約
を
抱
え
る
職

員
を
含
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
多

様
な
働
き
方
を
実
現
で
き
る
﹁
働
き

方
改
革
﹂
へ
と
展
開
で
き
る
可
能
性

を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

　職
員
の
服
務
に
つ
い
て
は
勤
務
時

間
や
休
憩
時
間
、
出
勤
簿
の
記
入

︵
タ
イ
ム
カ
ー
ド
へ
の
刻
印
︶
な
ど

が
﹁
日
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
﹂
や
﹁
日
南
町

職
員
服
務
規
程
﹂
等
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
規
を
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
へ
も
対
応
す
る
な

ど
、
実
態
に
合
わ
せ
見
直
し
を
図
ら

れ
た
い
。

　代
表
監
査
委
員

　藤
森 

高
善

　監
査

委

員

　岩
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昭
男

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

◆
医
業
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　９
３
５
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

に
よ
る
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
寝
具
等

の
賃
借
料
、
検
査
件
数
、
３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
医
師
委
託
料
の
実
績

等
見
込
み
に
よ
る
増
額
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◆
町
道
滑
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
３
６
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万
円

契
約
の
相
手
方

　日
南
町
下
石
見
１
９
９
番
地
２

　日
南
振
興
㈱

　

　
　
　代
表
取
締
役

　浅
川

　佳
紀

　令
和
３
年
８
月
豪
雨
に
よ
る
道
路

災
害
の
復
旧
を
図
る
。

︵
工
期

　令
和
５
年
３
月
20
日
︶

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
財
政
管
理
事
務
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億
７
８
６
５
万
円

　地
方
交
付
税
の
最
終
確
定
額
に
よ

り
、
既
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上
済
の
基
金
繰
入
並
び
に

臨
時
財
政
対
策
債
等
を
減
額
し
、
余
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金
を
基
金
に
積
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立
て
る
。
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公
共
施
設
等
建
設
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金
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３
３
４
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立
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２
２
万
円

◆
公
共
土
木
施
設
災
害
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業

　
　
　
　
　
　
　
　２
０
７
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万
円

　令
和
３
年
８
月
及
び
秋
雨
前
線
豪

雨
の
災
害
査
定
事
業
費
決
定
に
よ
る
。

完成した木材団地拡張工事

◆
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災
害
復
旧
事
業
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円
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和
３
年
に
発
生
し
た
７
月
豪

雨
、
台
風
９
号
、
８
月
豪
雨
災
害
の

災
害
査
定
事
業
費
決
定
に
よ
る
事
業

費
の
精
査
。
及
び
激
甚
災
害
指
定
に

係
る
補
助
率
の
嵩
上
げ
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
内 

32
カ
所)

農地の大規模災害

３１２１

　路 

線 

名

滑
線

三
国
山
線

生
山
印
賀
線

桜
子
宮
田
線

件
数

にちなん議会だより　令和４年４月発行　No.167

−4−−5−

条
例
の
改
正

◆
日
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　日
南
町
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
、
部
分
休
業
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取
得
要
件
を
緩
和

す
る
。

◆
日
南
町
農
林
業
担
い
手
研
修
施
設

(

イ
チ
イ
荘)

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　研
修
室
︵
和
室
︶
を
二
室
宿
泊
専

用
個
室
に
改
修
し
た
た
め
、
宿
泊
料
を

従
来
の
宿
泊
専
用
と
同
じ
く
す
る
。

◆
日
南
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　消
防
団
の
処
遇
改
善
の
た
め
費
用

弁
償
か
ら
出
動
報
酬
へ
変
更
し
、
増

額
す
る
。

　消
防
団
入
団
年
齢
要
件
を
20
歳
か

ら
18
歳
に
変
更
す
る
。

議
会
発
議
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
日
南
町
い
き
い
き
定
住
促
進
条
例
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奨
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配
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者
の

規
定
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新
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に
設
け
、
10
万
円
を
給

付
す
る
。

◆
日
南
町
住
宅
改
修
助
成
条
例

◆
日
南
町
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
条
例

︵
以
上
３
条
例
の
有
効
期
限
を
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
引
き
続
き
延
長

す
る
。
︶

町
道
の
路
線
変
更

◆
町
道
内
方
線
の
路
線
を
変
更

　町
道
内
方
線
の
起
点
を
、
日
南
町
新

屋
竹
ヶ
鼻
１
２
２-

１
か
ら
日
南
町
新

屋
稲
荷
前
２
０
０
３
に
変
更
す
る
。

工
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請
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契
約
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更
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事
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万
円

契
約
の
相
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方
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３
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０
番
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ワ
タ
建
設
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大
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組
・

日
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振
興
特
定
建
設
工
事
共
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企
業
体
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表
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設
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表
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締
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０
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踏
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石
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橋
梁
修
繕
設
計
委
託
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務
を
行

う
。
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決
し
た
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の
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案
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業
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万
円
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踏
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。
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の
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が
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を
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が
で
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査
定
事
業
費
決
定
に
よ
る
。

完成した木材団地拡張工事

◆
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　２
６
８
２
万
円

　令
和
３
年
に
発
生
し
た
７
月
豪

雨
、
台
風
９
号
、
８
月
豪
雨
災
害
の

災
害
査
定
事
業
費
決
定
に
よ
る
事
業

費
の
精
査
。
及
び
激
甚
災
害
指
定
に

係
る
補
助
率
の
嵩
上
げ
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
内 

32
カ
所)

農地の大規模災害

３１２１

　路 

線 

名

滑
線

三
国
山
線

生
山
印
賀
線

桜
子
宮
田
線

件
数
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ｅスポーツのイメージ

の
説
明
が
あ
っ
た
が
。

　
　補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

 

福
祉
保
健
課
の
統
合

　
　行
財
政
改
革
で
本
庁
舎
へ

統
合
を
検
討
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
。

　
　引
続
き
検
討
す
る
。

 

日
南
福
祉
会
の
負
担

　
　利
益
の
２
割
を
町
に
支
払

う
と
の
こ
と
だ
が
、
金
額
は
決

算
で
調
整
す
る
の
か
。

　
　福
祉
会
の
令
和
３
年
度
決

算
が
５
月
頃
確
定
す
る
。
そ
れ

を
待
っ
て
金
額
を
算
出
す
る
。

　
　福
祉
会
の
決
算
が
赤
字
な

ら
全
額
免
除
か
。

　
　そ
の
通
り
で
あ
る
。

 

水
道
料
金

　
　利
用
料
金
を
据
え
置
き
し

て
い
る
が
今
後
の
方
針
は
。

　
　令
和
４
年
度
に
今
後
の
推

移
を
試
算
し
、
方
針
を
決
め
る
。

 

日
南
病
院
の
看
板

　
　屋
根
の
看
板
の
照
明
が
暗

い
。
予
算
に
あ
る
屋
根
の
改
修

と
あ
わ
せ
て
改
修
し
て
は
。

　
　必
要
な
ら
補
正
予
算
で
対

応
す
る
。

 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
　観
光
振
興
対
策
事
業
で
な

く
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
運
営

事
務
と
し
た
理
由
は
。

　
　観
光
協
会
等
へ
の
委
託
と

せ
ず
、
行
政
が
主
体
的
に
運
営

す
る
た
め
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　
　学
校
運
営
に
こ
れ
ま
で
と

の
違
い
は
。

　
　こ
れ
ま
で
は
校
長
が
変
わ

れ
ば
教
育
方
針
が
変
わ
っ
た
。

今
後
は
運
営
協
議
会
で
方
針
を

話
し
合
い
、
継
続
性
の
あ
る
学

校
運
営
が
で
き
る
。

 
教
員
住
宅

　
　教
員
住
宅
の
管
理
を
教
育

課
か
ら
建
設
課
へ
移
管
す
る
と

場
が
費
用
負
担
す
る
の
は
臨
時

検
査
だ
け
か
。

　
　原
因
の
特
定
で
き
る
臨
時

検
査
は
農
場
が
負
担
す
る
。

　
　定
期
検
査
も
臨
時
も
汚
水

問
題
が
な
け
れ
ば
必
要
な
か
っ

た
の
で
は
。

　
　令
和
３
年
度
は
臨
時
分
を

農
場
負
担
と
し
た
。
４
年
度
ど

う
す
る
か
協
議
す
る
。

 

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　
　中
心
地
か
ら
遠
い
地
域
で

使
い
に
く
い
と
不
評
。
商
品
券

と
し
て
も
使
え
れ
ば
よ
り
公
平

な
の
で
は
。

　
　令
和
４
年
度
は
現
状
の
ま

ま
継
続
す
る
。
10
月
か
ら
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
運
行
が
始
ま

り
タ
ク
シ
ー
同
様
の
利
用
形
態

が
と
れ
る
。

 

農
業
振
興
費

　
　農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

向
け
た
全
体
計
画
に
基
づ
い
た

予
算
か
。

　
　将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性

に
基
づ
い
た
予
算
で
あ
る
。

　
　全
体
計
画
を
作
る
の
か
。

　
　計
画
を
作
る
よ
う
進
め
る
。

務
遅
滞
が
あ
る
。
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
な

い
。　

　フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
あ
り
方

を
徹
底
す
る
。

　
　研
修
の
中
で
重
点
を
置
く

取
り
組
み
は
。

　
　民
間
企
業
に
講
師
を
依
頼

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
も
利
用
し
受
け
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

 

企
画
課
の
業
務

　
　移
住
定
住
の
業
務
を
新
法

人
へ
委
託
す
る
が
、
企
画
課
の

業
務
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
　デ
ジ
タ
ル
化
事
業
な
ど
へ

重
点
を
移
す
。

 

自
立
改
革
推
進
本
部

　
　位
置
づ
け
が
規
則
に
な
く
、

本
部
長
が
副
町
長
だ
が
、
実
質

的
に
は
企
画
課
の
業
務
に
な
っ

て
い
る
。

　
　今
後
整
理
す
る
。

 

河
川
の
水
質
検
査

　
　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
農

 

基
金
の
運
用

　
　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
で
の
運
用
は
。

　
　都
市
再
生
機
構
と
国
際
協

力
機
構
の
社
会
貢
献
債
を
そ
れ

ぞ
れ
１
億
円
ず
つ
購
入
し
て
い

る
。
令
和
４
年
度
も
信
頼
で
き

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
の
購
入
を
検
討

す
る
。

 

山
陰
合
同
銀
行
の
移
転

　
　庁
舎
内
へ
移
転
す
る
た
め

の
予
算
は
。

　
　具
体
的
な
内
容
を
整
理
す

る
の
に
時
間
が
必
要
。
改
め
て

予
算
化
す
る
。

 

職
員
の
採
用

　
　行
財
政
改
革
で
採
用
方
法

を
見
直
す
と
あ
る
が
、
即
戦
力

と
な
る
職
員
の
採
用
は
。

　
　専
門
性
の
あ
る
職
種
へ
の

応
募
が
な
い
。
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。

 

職
員
の
研
修

　
　住
民
か
ら
の
申
請
書
類
が

３
カ
月
間
放
置
さ
れ
る
な
ど
事

問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問問問 答答答答答答

問問問問問問問問 答答答答答答答答答答

問問問問問問 答答答答

問問 問問問問問問問問 答答 答答 答答答答答答答答

もっとくわしく質疑応答 令和４年度当初予算

　令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
本
会
議
お
よ

び
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計

を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、

本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

(

委
員
長

　近
藤
仁
志)

を
設
置
、
令
和
４
年
３

月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
７
日
間
開
催
し
、
付
託

　予
算
編
成
の
取
り
組
み

　令
和
４
年
度
予
算
編
成
方
針

に
お
い
て
、
第
６
次
総
合
計
画
、

第
２
期
総
合
戦
略
を
は
じ
め
各

種
計
画
と
の
連
動
と
整
合
を
図

る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、

行
財
政
改
革
実
施
計
画
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
個
別
施

設
計
画
は
、
ほ
と
ん
ど
予
算
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

導
水
路
の
修
復
工
事
の
遅
れ
に

よ
り
発
電
再
開
が
遅
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
通
常
年
ど
お
り

の
売
電
収
入
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
妥
当
性
に
疑
念
を
抱
く
。

　各
種
計
画
の
位
置
づ
け
と
当

初
予
算
の
意
義
を
再
認
識
さ
れ
、

適
正
な
算
出
根
拠
に
基
づ
い
た

予
算
編
成
に
さ
れ
た
い
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊

　新
た
に
６
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
採
用
を
予
定
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
４
人
の
採
用

見
込
み
は
立
っ
て
い
な
い
。

　採
用
の
遅
れ
は
、
新
年
度
予

算
成
立
前
に
隊
員
の
募
集
を
で

き
な
い
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ

る
が
、
前
年
度
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
募
集
に
係
る
経
費
を

債
務
負
担
行
為
に
よ
り
担
保
す

る
な
ど
、
円
滑
な
隊
員
採
用
を

図
ら
れ
た
い
。

　環
境
保
全
対
策
事
業

①
抜
本
的
な
ご
み
の
減
量
化
と

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
等
に

つ
な
が
る
方
策
を
幅
広
く
検
討

し
、
町
の
環
境
基
本
計
画
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
。

②
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥
取

農
場
の
汚
水
処
理
問
題
は
、
事

業
者
の
改
善
に
向
け
て
の
姿
勢

が
見
ら
れ
な
い
早
急
な
解
決
を

求
め
る
。
ま
た
、
泡
、
濁
り
等

の
発
生
時
の
臨
時
検
査
費
用
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
が
負
担
す

べ
き
で
あ
る
。

　企
画
一
般
管
理
事
務

　行
財
政
改
革
実
施
計
画
︵
令

和
２
年
度
〜
６
年
度
︶
は
取
り

組
み
が
十
分
と
言
え
な
い
計
画

期
間
の
中
間
年
に
も
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
取
り
組
み
の
検
証
を

行
い
、
実
施
計
画
の
達
成
に
向

け
て
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

　電
算
管
理
運
営
事
務

　

　令
和
３
年
度
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
が
、

更
新
頻
度
、
掲
載
内
容
が
不
十

分
で
あ
る
。
各
課
の
連
携
を
強

化
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
活
用

を
含
め
町
民
及
び
町
外
の
人
た

ち
に
向
け
、
魅
力
や
取
り
組
み

が
伝
わ
る
よ
う
充
実
し
た
情
報

発
信
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　青
年
結
婚
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進

　事
業
及
び
観
光
振
興
対
策
事
業

　観
光
振
興
事
業
と
移
住
定
住

業
務
を
担
う
一
般
社
団
法
人
を

立
ち
上
げ
、
７
７
，
４
９
３
千

円
の
委
託
料
が
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
人
員
体
制
が
い

ま
だ
整
っ
て
い
な
い
。

　業
務
の
進
捗
を
共
有
し
、
効

率
的
か
つ
有
効
的
に
委
託
業
務

が
遂
行
さ
れ
る
よ
う
指
導
さ
れ

た
い
。

　公
共
交
通
確
保
総
合
対
策
事
業

　デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
運
行
が
年
度
中
途

の
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、

利
用
し
や
す
い
予
約
、
運
行
シ

ス
テ
ム
を
準
備
さ
れ
、
住
民
に

仕
組
み
や
制
度
を
丁
寧
に
周
知

さ
れ
た
い
。

　森
林
保
全
総
合
対
策
事
業

　Ｊ-
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
量
が

大
き
く
伸
び
て
い
る
中
、
保
有

量
は
令
和
４
年
度
中
に
な
く
な

る
。
町
有
林
の
Ｊ-
ク
レ
ジ
ッ

ト
取
得
を
早
急
に
申
請
す
べ
き

で
あ
る
。

　仲
介
手
数
料
を
引
き
上
げ
る

予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

時
期
の
変
更
に
疑
問
を
感
じ
る
。

手
数
料
の
据
え
置
き
に
む
け
て

の
交
渉
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　ま
た
、
道
の
駅
へ
の
Ｊ-

ク

レ
ジ
ッ
ト
の
寄
附
は
や
め
る
べ

き
で
あ
る
。

地域おこし協力隊の任命式

審
査
意
見

さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職

員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
も
次
の
意
見
を

付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

Ｊ-クレジット認証を受けている町有林



−８−

令和４年度 当初予算一般会計・特別会計予算

再生可能エネルギー発電事業特別会計　修正案
反対　　　櫃田洋一議員
　１２月に予算編成され、補正予算で対応す
るとのことであり、あえて修正案まで求める
ものではない。

賛成　　　久代安敏議員
　工事のため、半年の売電収入が見込めない
中で１年間の売電収入を計上しており、地方
財政法に反する予算である。

再生可能エネルギー発電事業特別会計
反対　　　岡本健三議員
　導水路修繕工事を９月末までの繰越を認め
ており、その間発電ができない。それに反し
て１年分の売電収入が計上されており、歳入
に不足が生じることが確実である。

賛成　　　岩﨑昭男議員
　執行部は補正予算で対応するとしている。
歳入欠陥になっても基金からの繰り入れで担
保できる。

後期高齢者医療特別会計
反対　　　久代安敏議員
　７５歳以上の高齢者を仕分けする制度は世
界に例がない。今年１０月から医療費が２割
に引き上げられ、高齢者の負担が増える。こ
の制度自体に反対である。

賛成　　　近藤仁志議員
　高い保健医療制度を維持するために国民皆
保険制度の中で、少子高齢化が進めば現役世
代の負担が増えてくるが、世代間の負担割合
が明確になっている。

論討

賛成　　　荒木　博議員
　介護保険事業計画に即した予算となってい
る。保険料は県内で１番低い水準であり、低
所得者に対する減免措置もある。

　　　岡本健三議員
　介護職員の処遇改善のため１０月から介護
報酬が上がり、介護利用料も上がる見込みで
ある。基金の活用などで利用料の値上げに歯
止めをかけるべき。

反対

介護保険特別会計

国民健康保険特別会計
反対　　　岡本健三議員
　未就学児の均等割の半額が免除されるが、
システム改修の費用が高額である。この際
１８歳以下のこどもの均等割を全額免除すべ
きである。

　　　大西　保議員
　医療費無償化など全体として１８歳以下の
負担軽減はされている。運営協議会などで議
論されており税の公平性からも妥当である。

賛成

○令和４年度　当初予算の賛否内訳（賛否の分かれたもの）

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

−

−

−

−

−

−

可決

可決

可決

可決

否決

可決

近
藤

　仁
志

大
西

　
　保

久
代

　安
敏

坪
倉

　勝
幸

古
都

　勝
人

山
本

　芳
昭

荒
木

　
　博

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計　修正案

再生可能エネルギー発電事業特別会計

件　　　　　名 結果

岡
本

　健
三

櫃
田

　洋
一

岩
﨑

　昭
男

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

令
和
４
年
度

当
初
予
算

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

一般会計
　　　久代安敏議員
　会計年度任用職員の処遇改善がなされてい
ない。人権施策は、特定の地域に補助金を充
てていて公正な人権施策になっていない。

賛成　　　坪倉勝幸議員
　全体として各種町づくり計画に沿った施策
を推進しようとする予算となっていない面が
あるが、町民生活や社会経済の推進に必要な
予算が盛り込まれている。

反対

−９−
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　た
っ
た
も
カ
ー
ド

　
　た
っ
た
も
カ
ー
ド
の
１

０
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
、

ど
の
よ
う
に
知
ら
せ
る
の
か
。

　
　防
災
無
線
や
ち
ゃ
ん
ね
る

日
南
で
周
知
を
図
り
た
い
。

　
　そ
の
他
の
方
法
は
。

　
　個
別
の
通
知
は
検
討
中
で

あ
り
、
商
工
会
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　３
月
２
日
現
在
で
ど
れ
く

ら
い
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
い

る
の
か
。

　
　確
認
で
き
て
い
な
い
が
、

最
初
の
３
日
間
で
１
０
０
万
ポ

イ
ン
ト
程
度
。

　
　た
っ
た
も
カ
ー
ド
加
盟
店

の
端
末
使
用
料
負
担
が
、
月
額

１
，
２
１
０
円
で
あ
る
。
町
が

負
担
す
べ
き
で
は
。

　
　こ
の
件
は
把
握
し
て
い
る
。

４
月
以
降
は
各
店
舗
の
経
営
努

力
に
転
換
さ
れ
る
し
、
消
費
者

に
も
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
検
討
す
る
。

　青
年
結
婚
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業

　
　青
年
結
婚
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の

負
担
金
が
半
分
以
上
減
額
さ
れ

て
い
る
が
、
執
行
で
き
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
。

　
　空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

補
助
金
５
０
０
万
円
、
生
山
分

譲
地
補
助
金
２
５
０
万
円
を
皆

減
。
住
宅
改
修
補
助
金
の
申
請

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
大
幅
減

と
な
っ
た
。

　

森
林
成
長
化
産
業
モ
デ
ル
事
業

　
　森
林
成
長
化
産
業
モ
デ
ル

事
業
で
木
育
関
連
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
な
か
っ

た
原
因
は
。

　
　当
初
全
体
で
１
億
円
の
予

算
が
付
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、

モ
デ
ル
地
区
も
増
え
て
ソ
フ
ト

事
業
の
減
額
が
あ
り
、
町
が

行
っ
て
い
る
事
業
よ
り
も
町
内

企
業
や
新
規
に
木
材
事
業
を
起

こ
す
事
業
の
試
験
や
研
究
費
を

優
先
し
た
。

　地
方
交
付
税

　
　地
方
交
付
税
が
大
幅
に
増

額
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
地
方

財
政
計
画
全
体
の
中
で
ど
う
い

う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

一
方
で
臨
時
財
政
対
策
債
は
減

ら
さ
れ
て
い
る
。

　
　町
に
と
っ
て
一
番
の
財
源

と
な
る
地
方
交
付
税
。
国
勢
調

査
の
結
果
、
人
口
減
少
に
伴
い

地
方
交
付
税
が
下
が
る
年
で
は

あ
る
が
、
前
年
並
み
を
確
保
し

て
い
た
だ
い
た
。
国
の
財
政
も

厳
し
い
中
、
地
方
財
政
へ
の
支

援
が
い
た
だ
け
た
。

　
　大
き
な
面
積
の
変
更
は
な

い
が
、
長
寿
命
化
事
業
の
県
か

ら
の
配
分
が
７
割
に
減
額
と

な
っ
た
。

　会
計
管
理

　
　金
融
機
関
へ
の
手
数
料
が

大
き
く
減
っ
て
い
る
が
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
の
実
態
と

そ
れ
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
の

説
明
を
。

　
　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使

用
さ
れ
る
方
は
、
10
人
前
後
で

固
定
化
し
て
い
る
。

　経
費
は
、
収
納
金
額
の
1.5
％

に
決
ま
っ
て
お
り
支
出
し
て
い
る
。

　

町
有
林

　
　立
木
売
払
収
入
の
減
額
要

因
は
。

　
　町
有
林
の
皆
伐
新
植
で
落

札
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
。

　
　入
札
の
今
後
の
対
応
は
。

　
　令
和
４
年
度
に
設
計
を
見

直
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　皆
伐
新
植
10 

ha
、
間
伐

42.6 

ha
の
当
初
予
算
で
あ
る
が
、

現
在
の
入
札
状
況
は
。

　
　１
件
だ
け
入
札
不
成
立
で
、

他
は
事
業
が
進
ん
で
お
り
年
度

内
に
完
了
す
る
。

　
　ナ
ラ
枯
れ
の
委
託
料
が

２
２
７
万
円
全
て
減
額
さ
れ
て

い
る
が
。

　
　町
内
事
業
者
と
検
討
す
る

中
で
、
事
業
的
に
令
和
３
年
度

夏
に
枯
れ
た
も
の
し
か
対
象
に

な
ら
な
い
た
め
、
実
施
で
き
な

か
っ
た
。

　

多
面
的
機
能
支
払
い

　
　多
面
的
機
能
支
払
い
が
年

度
中
途
に
大
き
く
減
額
に
な
っ

て
い
る
が
な
ぜ
か
。

問問問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問答答 答答

答答

問問 問問問問問問問問 答答答答答答答答

令和３年度補正予算

令
和
３
年
度
補
正
予
算
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

答答答答答答 問問

問問

もっとくわしく質疑応答

山腹水路の長寿命化

小学校の木育授業
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３月定例会審議結果
○可決した議案

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の

制

定

令
和
３
年
度
補
正
予
算

令
和
４
年
度
当
初
予
算

発

　議

そ
の
他

…賛否の分かれたもの（審議結果は８ページに掲載）

一般会計補正予算（第８号）

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

介護保険特別会計補正予算（第４号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第２号）

簡易水道事業会計補正予算（第３号）

下水道事業会計補正予算（第２号）

病院事業会計補正予算（第４号）

一般会計補正予算（第９号）

日南町立認定こども園の設置及び管理に関する条例

日南町職員の育児休業等に関する条例

日南町農林業担い手研修施設の設置及び管理に関する条例

日南町消防団条例

町道の路線変更について

公の施設に係る指定管理者の指定について
（日南町高齢者生産活動センター）

工事請負契約の変更について
（日南町木材団地拡張造成工事）

工事請負契約の締結について
（町道滑線道路災害復旧工事）

令和４年度水田活用の直接支払交付金に関
する意見書提出について

公の施設に係る指定管理者の指定について（日南町農
林業担い手研修施設イチイ荘及び日南町山村広場）

一般会計予算

国民健康保険特別会計予算

介護保険特別会計予算

介護サービス事業特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

再生可能エネルギー発電事業特別会計予算修正案

再生可能エネルギー発電事業特別会計予算

簡易水道事業会計予算

下水道事業会計予算

病院事業会計予算

日南町意欲ある農業者支援条例の一部改正について

日南町住宅改修助成条例の一部改正について

日南町いきいき定住促進条例の一部改正について

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議

発
議

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制
度の創設を求める意見書提出について

反対 　　　近藤仁志議員
　健康で長生きをしてもらう
ためにも、そのきっかけとな
る補聴器購入補助制度の創設
を求めるべきである。

（久代、近藤、岡本、坪倉）

　　　岩﨑昭男議員
　国に制度創設を求める前に
町内の実態調査をすべきであ
り、意見書提出は拙速である。

（大西、岩﨑、櫃田、荒木、古都）

賛成

○否決した議案

陳情の審査結果と討論

本会議令和４年陳情第１号 提 出 者

鳥取市末広温泉町211
鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

　最低賃金を全国一律1,500円に引き上げ

ることは、地方や中小企業への影響が大き

く、また混乱を招く。最低賃金を上げるに

は、まず日本全体のGDPを上げ、経済力

を高めることが必要と考える。

不採択

審 査 意 見

「最低賃金の改善と中
小企業支援の拡充を求
める意見書」の採択を
求める陳情書

　　　古都勝人議員
　コロナ禍で倒産する企業があるなかで一挙に大幅な
賃上げは無理である。最低賃金を上げることも大事で
あるが、雇用を守ることが必要ではないか。

（大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉）

　提出のあった陳情は、3月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。
なお、賛成・反対とあるのは、陳情の原案に対する討論と採決の結果です。

　　　岡本健三議員
　低賃金のエッセンシャルワーカーの７割が女性であ
り、男女の賃金格差是正につながる。中小事業者の社
会保険料負担の助成など、本格的支援で実現できる。

（岡本、久代）

反対 賛成
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　令和4年2月24日に始まったロシアのウクライ

ナに対する軍事行動は、力により他国の主権及

び領土の一体性を侵害するものであり、武力の

行使を禁ずる国際法及び国連憲章の重大な違反

行為である。また、軍事侵攻に際し、核兵器の

使用を示唆するような発言は言語道断である。

　ロシアの侵略行為は、国際社会の秩序の根幹

を揺るがす極めて深刻な事態として、我が国の

安全保障の観点からも決して看過できず、日南

町議会として厳重に抗議し強く非難するととも

に、ロシア軍が即時に完全かつ無条件で撤退す

ることを強く求める。

　また、政府においては、国際社会と緊密に連

携し、ロシアに対して毅然とした姿勢を示し、

世界の恒久平和実現に向けて対応するよう要請

する。

ロシアによるウクライナ侵攻を

非難する決議

非難決議を上げるとともに、支援金を送りました

　令和4年度農林水産省予算に係る米政策にお

いては、主食用米の需給安定を図るため、戦略

作物助成や産地交付金などの支援を行うことが

予定されている。しかし、水田活用の直接支払

交付金の適用ルールの見直しや厳格化などによ

り、主食用米の需給のみならず、大豆やそば、

野菜などといった転換作物の需給にも影響し、

営農計画や地域の農業振興・再生計画の変更が

迫られ、農業所得の減少等も懸念されるので次

のことを強く要望する。

３月定例会で意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました

令和4年度水田活用の直接支払交付金に関する意見書（要旨）

記

1．令和8年度までに水張りが行われなくとも

　交付対象水田とすること。

2．水田活用の直接支払交付金の適用ルール

　厳格化により除外された農地に関して

　は、別途、財政的支援を設けること。

　日南町議会では「ロシアによるウクライナ侵

攻を非難する決議」をするとともに、早期にウ

クライナの和平と復興が叶うことを願って支援

金を、4月11日、日南町社会福祉協議会に託し

ました。

山本議長から中村秀人会長へ



　全
国
の
自
治
体
が
﹁
テ
レ
ワ
ー
ク

移
住
﹂
歓
迎
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

移
住
・
定
住
の
き
っ
か
け
作
り
と
し

て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
る
環
境

が
必
要
で
は
。

　県
内
で
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
会

議
が
多
く
な
り
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
。
今
後
も
リ
モ
ー
ト
の
環
境
が
活

用
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
り
組
み
の
中
で

様
々
な
企
業
と
の
幅
広
い
関
係
作
り

を
強
固
に
し
て
い
く
中
で
進
め
て
い

る
。

　眺
望
確
保
は
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
か
ら
今
後
地
元
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　移
住
定
住
者
の
家
族
構
成
や
属
性

に
よ
っ
て
重
視
す
る
点
が
異
な
り

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
対
策
が
必

要
で
は
。

　若
い
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
、

教
育
、
子
育
て
支
援
の
充
実
。

　高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
福
祉
な

ど
の
総
合
力
が
問
わ
れ
て
く
る
。
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　御
墓
山
か
ら
猿
隠
山
ル
ー
ト
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
る
。
頂
上
の

整
備
を
求
め
る
声
が
近
隣
を
含
め
多

数
あ
る
が
、
整
備
状
況
は
。

　島
根
県
安
来
市
の
東
比
田
地
域
の

皆
さ
ん
が
年
１
回
の
草
刈
り
と
猿
隠

山
山
頂
の
眺
望
確
保
を
行
な
わ
れ
て

い
る
。
鳥
取
県
側
は
国
有
林
の
た
め

整
備
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
整

備
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　２
０
２
１
年
３
月
に
作
ら
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と

﹃
古
事
記
﹄
を
同
時
に
楽
し
め
る
山

と
あ
る
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
許
可

を
得
て
整
備
す
る
べ
き
で
は
。

櫃田洋一 議員

 山頂眺望確保事業は問問

国有林のため整備に至っていない答答

問問

　猿
隠
山

一般質
問

一般質
問
答答と問問

　町

　長

答答

　町

　長

答答

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

 

﹃
日
南
町 

や
ま
の
登
り
か
た
﹄

問問

　移
住
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

問問

　リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

問問

猿隠山山頂より島根半島を望む

日南町側の整備が求められる猿隠山山頂

　国
の
基
準
を
超
え
る
数
値
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
特
に
問
題
と
思
っ
て
い
る
。

　２
月
４
日
に
会
社
よ
り
﹁
環
境
事

故
報
告
書
﹂
の
提
出
が
あ
っ
た
が
、

原
因
、
事
故
後
の
対
応
に
つ
い
て
納

得
さ
れ
た
か
。

　現
状
を
確
認
し
た
だ
け
だ
。
こ
れ
か

ら
の
在
り
方
が
大
事
と
思
っ
て
い
る
。

　町
か
ら
の
報
告
に
対
し
県
は
ど
の

様
な
対
応
を
さ
れ
た
か
。

　県
は
２
月
18
日
会
社
に
対
し
、
汚

水
流
出
事
故
の
原
因
と
改
善
策
に
つ

い
て
３
月
４
日
ま
で
に
﹁
事
故
状
況

報
告
書
﹂
と
再
発
防
止
策
の
提
出
を

求
め
た
。

　昨
年
の
６
月
以
来
会
談
を
さ
れ
て

い
な
い
。
決
定
権
の
な
い
担
当
者
で

は
進
展
が
な
い
。
早
急
に
話
合
い
を
。

　そ
の
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　令
和
３
年
度
末
の
残
保
有
量
、
令

和
４
年
度
の
販
売
目
標
は
何
t
か
。

　残
保
有
量
を
約
1
2
0
0
t
、
目

標
量
を
1
6
0
0
t
と
見
込
ん
で
い

る
。
４
年
度
途
中
で
足
ら
な
く
な
る
。

　不
足
に
な
る
事
は
以
前
よ
り
指
摘

し
て
い
た
。
道
の
駅
へ
の
年
約

1
8
0
t
の
寄
付
は
で
き
な
く
な
る

が
ど
う
す
る
の
か
。

　当
面
は
、
日
南
町
森
林
組
合
所
有
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
紹
介
や
共
同
で
の
販
売

等
を
検
討
し
て
い
る
。
道
の
駅
へ
の
寄

付
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。
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大西　保 議員

答答

　町

　長

答答

　浅
田
住
民
課
長

　令
和
３
年
10
月
27
日
の
立
ち
入
り

調
査
の
指
摘
事
項
の
改
善
工
程
表
の

提
出
期
限
は
い
つ
か
。

　３
月
末
と
会
社
に
伝
え
て
い
る
。

　町
長
が
12
月
２
日
会
社
に
報
告
を

求
め
た
が
結
果
は
。

　浄
化
槽
の
管
理
は
１
月
５
日
に
専

門
業
者
と
契
約
、
農
場
長
の
着
任
は

難
航
し
て
い
る
。

　１
月
27
日
小
原
川
に
泡
、
濁
り
が

発
生
し
た
。
調
査
の
結
果
、
雨
水
排

水
溝
よ
り
汚
水
が
流
れ
て
い
た
。
町

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

　２
月
１
日
、
社
長
に
文
章
に
て
対

応
の
回
答
を
求
め
た
。

　再
流
出
汚
水
の
検
査
結
果
は
、
水

質
汚
濁
防
止
法
の
２
倍
以
上
の
数
値

で
あ
る
が
、
ど
う
認
識
さ
れ
た
か
。

　町

　長

答答

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　水
質
検
査
結
果

問問

　原
因
の
特
定
、
対
処
方
針

問問

　不
足
に
対
し
て
の
対
応

問問

　法
律
違
反
に
県
の
対
応

問問

　町
長
は
社
長
と
早
急
に

　会
談
す
べ
き

問問
　Ｊ

-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の

　保
有
量
の
状
況

問問

問問

　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥
取

　農
場
の
水
質
改
善
工
程
表

問問

　再
汚
水
流
出
に
町
の
対
応

問問

　管
理
委
託
と
新
農
場
長
着
任

指摘事項の改善工程表の

　　　　　提出期限はいつか

問問

３月末と会社に伝えている答答

小原川合流地点



み
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
た
た
ず
ま

い
と
雰
囲
気
、
歴
史
な
ど
に
共
鳴
さ

れ
る
方
を
募
集
し
、
そ
の
活
用
内
容

に
沿
っ
た
支
援
を
考
え
る
の
が
手
順

で
は
な
い
か
。

　様
々
な
考
え
方
の
中
に
意
向
調
査

的
な
方
法
も
あ
る
の
で
、
ベ
ス
ト
な

や
り
方
を
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

　本
町
の
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因

は
、
経
済
基
盤
の
脆
弱
さ
が
起
因
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

　人
口
減
少
は
、
自
然
動
態
の
減
少
が

大
き
な
要
因
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
町

民
所
得
及
び
経
済
循
環
規
模
も
縮
小
し

て
い
る
。
所
得
の
向
上
は
重
要
課
題
で

あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
起
業
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
募
集
し
、
新
た
な
職
種
へ
の

取
り
組
み
を
応
援
す
る
。
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　日
南
町
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

　農
家
数
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
み
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
今
や
る
べ
き
こ
と
は
担
い
手

農
家
︵
認
定
農
業
者
等
︶
を
中
心
に

支
援
策
を
進
め
、
後
継
者
の
育
成
が

急
務
で
あ
る
。

　持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
と
は
。

﹁
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
﹂

に
よ
る
持
続
的
生
産
基
盤
の
構
築
、

食
を
通
じ
た
雇
用
や
所
得
拡
大
、

S
D
G
s
や
脱
炭
素
社
会
に
お
け
る

環
境
配
慮
型
農
業
。

　脱
炭
素
社
会
経
営
を
評
価
さ
れ
総

務
省
よ
り
ふ
る
さ
と
大
賞
を
受
賞
し

た
自
治
体
と
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
責
務
が
あ
る
が
。

　ま
ず
は
勉
強
を
し
て
更
な
る
取
り

組
み
に
つ
な
げ
た
い
。

近藤仁志 議員

問問

答答

　大
規
模
農
家
は
地
域
の
高
齢
化
に

よ
り
規
模
拡
大
に
よ
る
籾
殻
の
処
分

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
炭
化
処
理

︵
く
ん
炭
︶
し
て
農
地
に
還
元
す
る

こ
と
で
CO2

排
出
削
減
と
な
り
、
﹁
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
﹂

の
加
算
と
な
る
。
ま
た
く
ん
炭
の
農

地
施
用
に
よ
る
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証

の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
が
。

　有
機
農
業
と
循
環
型
農
業
を
考
え

る
中
で
の
位
置
付
け
と
し
て
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
意
見
を
い
た
だ
き
検

討
し
方
向
性
を
出
し
た
い
。

　多
く
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
各
部

門
で
成
績
と
内
容
が
公
開
さ
れ
た
が
、

こ
の
コ
ン
ペ
の
狙
い
は
。

　門
構
え
の
あ
る
、
歴
史
あ
る
大
き

な
建
物
で
活
用
イ
メ
ー
ジ
の
提
案
を

受
け
た
。
鳥
取
県
の
モ
デ
ル
事
業
を

活
用
し
、
建
物
診
断
調
査
を
行
っ
た
。

建
物
の
配
置
な
ど
改
修
を
す
る
場
合

の
知
見
を
い
た
だ
く
の
は
こ
れ
か
ら
。

　誰
が
活
用
す
る
か
が
一
番
で
は
。

二
百
年
の
森
も
整
備
し
、
光
ケ
ー
ブ

ル
も
敷
設
し
て
通
信
環
境
も
整
備
済

問問

　日
南
町
農
業
の
現
状

一般質
問

一般質
問
答答と問問

　町

　長

答答

　町

　長

答答 問問

　持
続
可
能
な
農
業
生
産

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　環
境
配
慮
型
農
業

問問

　ふ
る
さ
と
大
賞
の
受
賞

問問

　旧
木
下
家
の
事
業
提
案
コ
ン
ペ

問問

　旧
木
下
家
活
用
の
手
順

問問

　経
済
基
盤
の
強
靱
化

問問

環境配慮型農業に

　　　　　　くん炭の活用を

有機農業との

　　　位置付けとして検討する

春を待つ 旧木下家

　Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム
設
置
目
的
と
取

り
組
み
状
況
は
。

　情
報
化
推
進
計
画
の
遂
行
を
組
織

全
体
で
取
り
組
む
た
め
に
設
置
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
精
査
、
重
点

事
項
の
共
有
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
善

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　令
和
元
年
度
時
点
で
は
３
地
区
７

集
落
が
不
感
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
の
解
消
に
向
け
た
動
き
は
。

　令
和
元
年
度
以
降
、
解
消
は
大
き
く

進
展
し
て
い
な
い
。
県
・
県
下
全
市
町

村
で
構
成
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
部

会
や
、
日
南
町
Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム
連
携

企
業
、
各
キ
ャ
リ
ア
へ
の
働
き
か
け
な

ど
改
善
に
努
め
て
い
く
。

　２
月
22
日
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、

利
用
状
況
と
町
民
の
反
応
は
。

　２
月
末
現
在
、
現
金
チ
ャ
ー
ジ
は

約
527
万
円
。
利
用
は
約
277
万
円
。
町

民
の
反
応
は
、｢

慣
れ
れ
ば
便
利
に
感

じ
た｣

、｢

チ
ャ
ー
ジ
機
の
故
障
が
不

安｣

、｢

現
金
を
出
す
手
間
が
な
く
簡

単
だ
っ
た
﹂
な
ど
。
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　交
付
金
制
度
設
計
に
住
民
意
見
は

反
映
さ
れ
た
の
か
。

　活
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
概
ね
了

解
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

施
設
管
理
費
の
支
援
要
望
は
、
別
の

制
度
と
し
て
今
後
検
討
す
る
。

　納
税
奨
励
金
と
地
域
活
動
支
援
交

付
金
の
増
減
は
。

　試
算
に
よ
る
と
、
総
班
数
202
件
、

増
額
と
な
る
班
は
136
件
、
減
額
と
な

る
班
は
66
件
で
あ
る
。

　今
後
の
交
付
金
の
交
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　予
算
成
立
後
、
各
自
治
会
等
へ
の

周
知
を
行
う
。
申
請
は
４
月
上
旬
頃
、

交
付
決
定
・
支
払
い
は
５
月
下
旬
頃

を
想
定
。

　令
和
４
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
採
用
予
定
者
数
、
任
務
内
容

及
び
隊
員
の
住
宅
確
保
の
状
況
は
。

　農
業
研
修
生
２
名
が
内
定
し
て
お

り
、
町
内
住
居
を
確
保
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
起
業
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
な
ど
４
名
を
募
集
中
。

　移
住
定
住
を
推
進
・
サ
ポ
ー
ト
す
る

新
法
人
の
準
備
状
況
と
今
後
の
動
き
は
。

　職
員
の
求
人
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
観
光
協
会
の
理
事
会
を
経
て

法
的
手
続
き
を
行
い
、
４
月
か
ら
新

体
制
と
し
て
開
始
す
る
た
め
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
る
。

　情
報
化
推
進
計
画
で
は
、
定
め
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
状
況
は
。

　内
部
で
精
査
を
行
っ
て
い
る
最
中

で
あ
り
、
今
年
度
中
の
公
表
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

　町

　長

答答

　町

　長

答答 答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム

問問
　携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消

問問
　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業

問問

　新
法
人
の
設
立
準
備
状
況

問問
　情
報
化
推
進
施
策

問問

問問

　地
域
活
動
支
援
交
付
金

岩﨑昭男 議員

移住定住と観光を担う

　　　　　新法人の設立は

４月から新体制で開始する

問問

答答

活動を始めた新法人「山里Load にちなん」

問問
　納
税
奨
励
金
と
の
比
較

問問

交
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

問問

地
域
お
こ
し
協
力
隊



　国
が
実
施
す
る
介
護
報
酬
の
改
定

お
よ
び
法
人
負
担
と
な
る
。

　介
護
報
酬
が
上
が
る
と
利
用
料
も
上

が
る
。
そ
の
分
を
町
で
補
助
し
て
は
。

　利
用
料
増
加
分
を
算
出
す
る
労
力

が
膨
大
で
困
難
で
あ
る
。

　勤
続
年
数
が
長
い
職
員
も
多
く
、

服
務
の
宣
誓
を
し
て
責
任
も
正
職
員

同
様
に
負
わ
さ
れ
る
の
に
、
休
暇
、

手
当
な
ど
待
遇
の
差
を
つ
け
る
根
拠

が
な
い
の
で
は
。

　制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
職
責
や
負

担
を
考
慮
し
た
給
与
を
職
種
別
に
定

め
対
応
し
て
い
る
。

　誇
り
と
や
る
気
を
も
っ
て
職
務
に

望
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
住
居
手

当
、
扶
養
手
当
な
ど
を
支
給
し
差
を

縮
め
る
べ
き
。

　仕
組
み
と
し
て
、
支
給
は
可
能
で

あ
る
。
運
用
と
し
て
、
国
の
方
針
を

ベ
ー
ス
に
取
り
組
み
た
い
。
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岡本健三 議員

一般質
問

一般質
問
答答と問問

　町
長
は
施
政
方
針
で
﹁
環
境
に
配

慮
し
た
栽
培
へ
と
転
換
を
図
る
取
り

組
み
が
必
要
﹂
と
明
言
し
て
い
る
。

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
に
関
し

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　国
の
﹁
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
﹂
を
踏
ま
え
、
県
や
生
産
者
団

体
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
検
討
す
る
。

　例
え
ば
カ
メ
ム
シ
防
除
で
は
ト
レ

ボ
ン
が
非
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
で

あ
る
。
町
と
し
て
こ
う
い
っ
た
も
の

を
推
奨
し
て
は
。

　町
が
推
奨
す
る
と
販
売
に
圧
力
が

か
か
る
。
推
奨
で
き
る
か
を
含
め
勉

強
し
熟
知
し
た
中
で
考
え
て
い
く
。

　保
育
園
や
学
校
の
給
食
に
使
う
米

や
野
菜
を
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農

薬
な
ど
を
使
用
し
な
い
有
機
あ
る
い

は
減
農
薬
と
し
て
は
。

　現
在
で
も
健
康
へ
悪
影
響
の
少
な

い
農
産
物
を
使
っ
て
い
る
。
今
後
、

よ
り
環
境
に
も
健
康
に
も
配
慮
し
た

農
産
物
を
使
う
。

　国
の
処
遇
改
善
補
助
金
を
申
請
し
た
か
。

　介
護
分
野
に
お
い
て
は
、
計
画
書
を

提
出
予
定
。
学
童
、
保
育
分
野
は
、
申

請
す
る
予
定
は
な
い
。

　約
半
数
が
給
与
の
低
い
会
計
年
度

任
用
職
員
だ
が
、
補
助
金
申
請
し
な

い
と
人
事
院
勧
告
0.9
％
減
で
給
与
も

下
が
る
の
で
は
。

　一
般
職
と
同
じ
考
え
方
で
改
定
す

る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
も
資
格
が

あ
れ
ば
一
定
の
格
付
け
を
し
て
い
る
。

　補
助
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
10
月

以
降
、
介
護
職
賃
上
げ
の
財
源
は
。

問問

　ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬

問問

　給
食
に
安
全
な
農
産
物
を

問問

　会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇

問問

　ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善

問問

　保
育
士
の
給
与

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　木
下
総
務
課
長

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　代
替
農
薬

問問

　介
護
職
賃
上
げ
の
財
源

問問

　介
護
利
用
料
も
上
が
る

問問

　待
遇
差
を
縮
め
て
は

問問

給食に有機・減農薬農産物を

環境と健康に配慮した

　　　　　農産物を使っていく

問問

答答

未来を担う子ども達へ安心・安全な食べものを

ジ
ウ
ム
を
、
11
月
に
開
催
予
定
で
あ
る
。

　オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
速
に
拡
大
す

る
中
で
鳥
取
県
は
無
料
の
検
査
を
行

っ
て
い
る
。
日
南
町
も
日
南
病
院
で

無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
提
案
す
る
が
。

　日
南
病
院
で
も
実
施
が
可
能
か
否

か
、
現
在
県
の
対
策
本
部
と
協
議
中

で
あ
る
。(

３
月
11
日
か
ら
無
料
検
査

実
施)　園

児
・
児
童
生
徒
、
教
職
員
へ
の

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
実
施
し
て

い
な
い
。
無
症
状
で
感
染
等
の
不
安

が
あ
る
方
に
は
、
県
が
実
施
し
て
い

る
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
若
者
の
地
方
へ
の
移
住
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
移
住
定
住
の
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
が
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
さ
ら

な
る
情
報
発
信
に
努
め
る
。
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町政のここが聞きたい

　鳥
取
西
部
農
協
代
表
理
事
組
合
長

は
、
令
和
３
年
産
米
の
米
価
下
落
に

と
も
な
う
農
家
へ
の
支
援
要
請
を
し

て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

　コ
ロ
ナ
交
付
金
を
活
用
し
て
令
和

４
年
産
米
の
作
付
け
応
援
金
と
し
て

10
ａ
あ
た
り
４
千
円
の
支
援
を
行
な

う
事
と
し
、
日
南
町
全
体
で
２
千
７

百
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　日
南
町
の
令
和
４
年
産
米
の
作
付
け

は
、
水
田
面
積
１

，
１
６
３
ha
の
内
、

生
産
目
標
面
積
は
７
１
５
ha
で
、
作
付

率
は
61.4
％
で
約
４
割
の
転
作
で
あ
る
。

　政
府
は
﹁
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付

金
﹂
の
見
直
し
を
行
お
う
と
し
て
い
る

が
、
食
料
自
給
率
向
上
に
も
逆
行
す
る
。

　国
の
水
田
農
業
施
策
は
、
毎
年
の

よ
う
に
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
内
容
が
変
わ
り
、
生
産
者
は
経

営
計
画
が
立
て
づ
ら
い
。

　農
水
省
は
令
和
４
年
産
か
ら
令
和

８
年
産
の
５
年
間
の
う
ち
に
一
度
も

水
張
り
を
し
な
い
農
地
を
交
付
金
の

対
象
と
し
な
い
方
針
で
、
対
象
農
地

か
ら
外
れ
る
こ
と
で
農
地
の
荒
廃
が

進
む
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
見
直
し
に

つ
い
て
要
望
等
対
応
す
る
。

　３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む

中
、
自
治
体
病
院
を
ど
う
再
生
、
発

展
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
展
望
を
。

　総
合
医
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
診
療

を
中
心
と
し
て
多
職
種
連
携
と
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
、
地

域
の
実
状
に
あ
っ
た
診
療
体
制
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　日
南
病
院
の
事
業
運
営
方
針
を
地

域
全
体
で
共
有
す
る
た
め
に
、
学
習

講
演
会
の
開
催
を
提
案
す
る
。

　日
南
病
院
開
設
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ

問問
　米
価
暴
落
対
策
と

　水
田
農
業

問問
　日
南
病
院

問問
　学
習
講
演
会

答答

　中
村
町
長

答答

　中
曽
事
業
管
理
者

答答

　事
業
管
理
者

答答

　事
業
管
理
者

答答

　青
戸
教
育
長

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　水
田
活
用
交
付
金

問問

　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

問問

　学
校
な
ど
の
検
査
体
制

問問

　移
住
定
住
促
進

問問

久代安敏 議員

水田活用交付金の

　　　引きはがしは許せない

農地の荒廃が進まないよう

　　　国に見直しを要望する

問問

答答

令和３年度実績　主要な転作作物　単位ha

作物名

大豆

飼料作物

新規需要米 ※

そば

地力増進作物

面積

4.2

12.3

15.9

92.5

11.0

作物名

トマト

白ネギ

ピーマン

ブロッコリー

自己保全管理

面積

8.5

8.1

5.5

2.4

53.5

※飼料用米など
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委 員 会 の 活 動 報 告

総務教育常任委員会 １月19日・3月15日

経済福祉常任委員会 1月20日・2月10日・3月15日

新石見小水力発電所の現況調査（住民課）日南町いきいき定住促進条例（企画課）

　定住奨励金については配偶者の規定を新た

に設け、10万円を給付する。交付要件につい

ては、現行の通りとすることとなった。

有効期限を令和7年3月31日とする。

　新石見小水力発電所については、鳥取県発

注の落石防護ネット工事が本年3月に完成し

た。今後、町が水路及び法面の工事を9月末

予定で実施するとの報告と工事の施工内容の

説明を受けた。

　また、令和3年度の発電及び売電額の実績

報告を受けた。

　委員からは、導水路の全面改修の検討をし

てはどうか、改修費用等多額の費用が発生し

ているが今後の維持管理を含め経営の試算表

を作成すべきではないか等の意見があった。

日南町意欲ある農業者支援条例(農林課)

　条例の内容は現行のままで、有効期限を令

和7年3月31日とする。

　３年の営農計画を達成していれば、さらに

３年間の営農計画に対して助成を行う。

水田活用の直接支払交付金の見直しについて(農林課)

　令和4年度から条件の厳格化により交付対

象の農地や交付金の見直しが行なわれること

に対し、運用の緩和や財政的支援を求める意

見書の取りまとめを行った。

・町民より調査依頼のあった4件の工事について、総括

監督員（建設課長）より調査結果と再発防止策について

報告を受け調査を行った。

・調査の結果、不備な点はあったが総括監督員の指示に

より改善されていると判断した。

委員会の意見

　町発注工事に対して、監督員は平素より基本は現場で

ある事を認識して、現場全体をしっかり見るなど適切な

監督業務の遂行を徹底されたい。また、請け負った事業

者は工事契約を遵守し自覚を持って元請けとしての責務

を果たされたい。

日南町住宅改修助成条例（住民課）
　条例の内容は現行のままで、有効期限を令

和7年3月31日とする。

新日野上小水力発電所の現況調査（住民課）

　新日野上小水力発電所のラバー堰破損部分

の改修が11月に完了したとの報告を受けた。

また、令和3年度の発電及び売電額の実績報

告を受けた。

町発注工事の実態調査（建設課）

壊れている導入路

工事現場事務所

（ ）

にちなん議会だより　令和４年４月発行　No.167
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令
和
３
年
度
補
正
予
算

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　
　
　１
億
２
２
４
万
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

　に
10
万
円
を
給
付

・
子
育
て
世
帯
に
５
万
円

　を
給
付
︵
２
回
目
︶

道
路
維
持
管
理
事
業

　
　１
億
２
２
０
０
万
円

　除
雪
経
費
の
増
加
に
伴

う
委
託
料
の
増

木
材
産
業
競
争
力
強
化
対

策
事
業

　
　
　
　７
０
０
０
万
円

　

(

株)

オ
ロ
チ
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ
製

造
機
械
の
更
新
に
係
る
補

助
金

第
１
回 

臨
時
会

1
月
19
日

住宅政策及び中心地域調査特別委員会 1月21日・3月18日

移住定住に係る空き家の活用事例と
今後の取り組み方針（企画課）

　令和元年より3年間、UIターン者にアン
ケート調査を実施、サンプル数はまだ少ない
が見えてきた傾向の説明を受けた。
・UIターン者の転入時年齢20歳～40歳の方
　が多い（Uターン39%、Iターン47％）
・空き家活用事例
　　相談件数 125件、入居契約 26件、
　　内購入件数 8件、移住者 39人　

　一般社団法人「山里Loadにちなん」に決定

目的　
　移住や定住を促進する事業、空き家等の遊
休施設を利活用する事業、地域企業への人材
確保など雇用に関する事業、地域資源を活用
した観光の振興を図り、地域活力の増進に寄
与する。
賃貸、購入につながる物件の特徴
・家の状態が良い（即入居可能である）
・水回りがきれい（水洗トイレ）
・幹線道路沿いが望まれる　等々
今後の取り組み方針
・今すぐ住める空き家の確保
・各地域の空き家の状況の把握

工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
名

　林
道
船
通
山
線

落
石
対
策
工
事
︵
２
工
区
︶

請
負
金
額
の
変
更

４
，
５
６
２
千
円
を
増
額
し

て
５
２
，
９
１
９
千
円
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　寄
付
金
税
額
控
除
の
対

象
団
体
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
﹁
未
来
﹂
を
追
加

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　製
造
業
者
等
が
設
備
等

を
取
得
し
た
際
の
固
定
資

産
税
を
３
年
間
免
除
す
る

規
定
の
整
備

町営住宅等の建設費（投資的経費）及び
地方債の償還額を含む収支状況　（建設課）
投資的経費（単位：千円）
・町営住宅　5団地47戸
　　建築総額　516,490　修繕総額　13,571
・特公賃住宅　5団地30戸
　　建築総額　318,531　修繕総額　16,314

民間活用住宅整備事業実施計画（建設課）

目的　
　賃貸住宅を民間の資金力・技術力・経営力
等を活用して、移住定住施策を推進する。
建設予定地
・場所　日南町霞931番・931番１・932番2
・面積　591.24㎡　
整備の規模
・住宅は4戸以上（世帯用2LDK又は3LDK)
・住宅戸数に応じた駐車場（2台/1戸程度）
・供用開始は、令和4年中の供用を目標

新法人設立に向けての状況（企画課）

収支状況（住宅管理事務で支出しない地方債の償還額も含む）
単位単位 : 千円

Ｈ29 Ｈ30 R元 R2 R3 R4

実績 見込み

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

収入

支出

(株)オロチのスカーフコンポーザー
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全員協議会全員協議会
　
所
管
各
課
か
ら
、
報
告
事

項
や
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

１
月
13
日

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
係
る
経
済
対
策

　住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
　︵
１
月
臨
時
会
議
案
︶

 

◆
国
道
１
８
３
号
鍵
掛
道
路

事
業　地

域
高
規
格
道
路
と
し
て

整
備
さ
れ
る
鍵
掛
道
路
工
事

の
進
捗
状
況
お
よ
び
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

◆
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥

取
農
場
の
排
水
対
策

　標
記
事
案
に
つ
い
て
現
地

調
査
の
結
果
お
よ
び
対
応
、

飼
養
頭
数
、
水
質
検
査
の
状

況
の
説
明
を
受
け
質
疑
。

２
月
10
日

◆
日
野
郡
ふ
る
さ
と
教
育
推

進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人

事
お
よ
び
契
約
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
質
疑
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
係
る
経
済
対
策

　令
和
３
年
度
当
初
か
ら
の

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
の
実
績
お
よ
び
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
質
疑
。

◆
地
域
活
動
支
援
交
付
金

　
令
和
４
年
度
か
ら
の
地
域

活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
質
疑
。

　
　
　
　
　

(

４
年
度
予
算
︶

◆
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

　消
防
団
員
確
保
の
た
め
、

報
酬
等
の
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　
　
　

(

４
年
度
予
算
︶

◆
日
南
福
祉
会
使
用
料

　あ
か
ね
の
郷
な
ど
の
施
設

負
担
金
は
、
日
南
福
祉
会
の
収

支
状
況
が
黒
字
の
場
合
は
、
収

益
の
20
％
を
徴
収
す
る
。
赤
字

の
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
減
免

す
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

３
月
16
日

◆
町
営
バ
ス
の
運
行
管
理

　昨
年
11
月
か
ら
車
検
、
自

賠
責
保
険
の
有
効
期
限
が
切

れ
た
車
両
を
事
業
者
に
貸
与
、

運
行
さ
せ
て
い
た
事
案
に
つ

い
て
、
経
過
説
明
お
よ
び
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
し
た
。

◆
病
院
職
員
再
任
用
に
係
る

民
事
訴
訟

　標
記
事
案
に
つ
い
て
、
病

院
側
に
瑕
疵
が
無
か
っ
た
と

判
決
が
下
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。
相
手

方
は
控
訴
し
て
い
る
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

小
児
の
接
種
状
況
お
よ
び
、

鳥
取
県
の
委
託
を
受
け
て
日

南
病
院
で
３
月
末
ま
で
、
無

料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

︵
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
４

月
30
日
ま
で
延
長
︶

◆
選
挙
公
営

　町
長
、
議
会
議
員
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
費
用
の
公
費

負
担
に
つ
い
て
、
条
例
制
定

の
基
礎
と
な
る
金
額
の
説
明

を
受
け
協
議
。

◆
山
陰
合
同
銀
行
生
山
営
業

所
の
移
転

　標
記
営
業
所
を
役
場
庁
舎

内
に
移
転
す
る
経
過
、
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
配

置
場
所
等
を
協
議
。

 (

Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
と
倉
庫
を
改
造)

◆
町
発
注
工
事
の
調
査
依
頼

　昨
年
11
月
に
町
民
か
ら
依

頼
が
あ
っ
た
﹁
町
が
発
注
し

た
工
事
の
監
督
業
務
な
ど
﹂

に
つ
い
て
、
経
済
福
祉
常
任

委
員
会
の
調
査
を
終
了
し
た

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

︵
２
月
︶

10
日

　全
員
協
議
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

24
日

　議
会
運
営
委
員
会

︵
３
月
︶

２
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　

３
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
︶

　

４
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
︶

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

７
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

８
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

９
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

10
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

11
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

16
日

　全
員
協
議
会

18
日

　住
宅
政
策
及
び
中
心
地
域

　
　
　整
備
調
査
特
別
委
員
会

24
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　全
員
協
議
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

︵
４
月
︶

５
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

８
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
活
動
報
告

ＩＴルーム

移転エリア（案）

総合案内

ミガキ丸太

正面玄関

整備が進む鍵掛道路

か  

し
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多目的ホール（11月20日）

　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
︵
C
S
︶
の
意
見
交

換
会
は
12
月
で
よ
う
や
く
２

回
目
だ
が
、
来
年
か
ら
C
S

を
開
始
で
き
る
の
か
。

　
　12
月
９
日
の
総
務
教
育

常
任
委
員
会
で
聞
き
取
り
を

行
い
、
予
定
通
り
進
ん
で
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
交

付
金
︵
現
在
は
事
業
名
﹁
地

域
活
動
支
援
交
付
金
﹂
︶
は

い
つ
ま
で
継
続
さ
れ
る
の
か
。

恒
久
的
な
制
度
か
。

　
　条
例
の
制
定
を
強
く
求

め
て
い
く
。

　
　意
見
交
換
会
で
町
民
の

話
を
聞
い
た
以
上
は
、
議
会

は
町
民
の
意
見
を
町
長
に

し
っ
か
り
伝
え
て
ほ
し
い
。

　
　皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
は
、
委
員
会
等
で
協
議

し
、
町
政
に
活
か
し
て
い
く
。

　
　今
年
の
議
会
報
告
会
は

な
ぜ
２
か
所
な
の
か
。

　
　参
加
者
が
固
定
さ
れ
、

参
加
人
数
も
減
少
し
て
き
た
。

町
内
の
団
体
等
と
の
意
見
交

換
会
を
３
班
に
分
か
れ
て
実

施
し
て
い
る
。
議
員
全
員
が

参
加
す
る
議
会
報
告
会
及
び

意
見
交
換
会
と
団
体
と
の
意

見
交
換
会
の
２
本
立
て
で

行
っ
て
い
る
。

　
　今
年
は
山
上
と
日
野
上

で
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た

が
、
来
年
は
石
見
・
福
栄
か
。

　
　２
か
所
を
考
え
て
い
る
。

　
　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

の
汚
水
が
大
宮
の
井
戸
水
に

も
影
響
し
て
い
な
い
か
。

　
　地
元
自
治
会
か
ら
の
要

望
に
よ
り
宝
谷
川
上
流
で
年

２
回
３
ヶ
所
で
測
定
し
て
お

り
、
数
値
は
適
正
で
あ
る
。

　
　死
亡
事
故
が
あ
っ
た
阿

毘
縁
の
育
苗
施
設
の
契
約
を

７
月
14
日
に
遡
っ
て
結
ぶ
の

は
あ
り
え
な
い
。

　
　事
前
に
協
議
を
続
け
て

お
り
契
約
の
日
付
は
７
月
14

日
で
良
い
と
判
断
し
た
。

　
　平
成
30
年
に
公
聴
会
で

意
見
を
述
べ
、
報
酬
引
き
上

げ
を
提
案
し
た
が
西
部
地
区

報
酬
審
議
会
で
引
き
上
げ
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
議
会
は
町
独
自
で
審
議

会
を
持
つ
べ
き
と
決
定
し
、

町
長
に
要
望
書
を
提
出
し
た

が
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

て
良
い
の
か
。

　
　町
独
自
の
報
酬
審
議
会

の
設
置
を
町
長
に
働
き
か
け

て
行
く
。

　
　

Y
o
u

T
u

b
e

で
本
会
議

一
般
質
問
以
外
の
も
の
も
配

信
し
て
ほ
し
い
。

　
　

Y
o

u
T

u
b

e

配
信
は

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

　
　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

問
題
の
原
因
究
明
を
求
め
て

き
た
が
回
答
が
な
い
。

　
　県
が
大
学
に
要
請
し
て

調
査
中
で
あ
る
。
最
終
報
告

を
受
け
た
後
対
応
を
協
議
し

た
い
。

　
　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

の
下
流
で
鯉
が
死
ん
で
も
会

社
か
ら
謝
罪
の
一
言
も
な
い
。

　
　鯉
が
死
ん
だ
原
因
は
特

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
農
場

は
PH
が
下
が
っ
た
説
明
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

の
場
長
が
９
月
に
辞
め
た
。

新
場
長
は
い
つ
着
任
す
る
の

か
。　

　新
農
場
長
予
定
者
が
体

調
不
良
で
着
任
で
き
な
く

な
っ
た
。
当
面
副
農
場
長
２

名
体
制
と
な
る
。

問問問問問問 答答答答答答

問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問 答答答答 答答

問問問問 答答答答

　令和3年11月に実施しました「議会報告会および意見交換会」

でいただいたご質問やご意見について、各常任委員会や特別委員

会で検討し、その結果をまとめました。

意見交換会を開催

議
会
放
送

意
見
交
換
会

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

議
員
報
酬

旧
阿
毘
縁
小
学
校
用
地
の
契
約

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

実施会場
■山上地域振興センター
■文化センター多目的ホール

身近な話題を町政に

立ち上げにむけた熟議



　
　灯
油
代
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
が
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
10
万
円
の
補
助
を

１
月
の
臨
時
会
で
決
定
し
た
。

　
　議
会
発
議
で
条
例
化
し

た
補
助
事
業
の
継
続
を
求
め
る
。

　
　３
月
定
例
会
に
て
延
長

継
続
を
提
案
す
る
。

　
　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
今
年
は
19
歳
か
ら

64
歳
は
全
額
自
己
負
担
だ
が
、

そ
う
な
っ
た
経
緯
は
。

　
　予
算
編
成
の
中
で
、
事

業
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
検
討
結
果

リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
と
小

児
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
　ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
の
文

字
放
送
は
何
十
項
目
も
あ
り
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
見
る
と

か
な
り
の
時
間
が
必
要
︵
苦

痛
︶
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
す
べ
き
。

　
　企
画
課
に
文
字
放
送
を
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い
ち
ょ
う
イ
ベ
ン
ト
は
、
来

年
度
観
光
協
会
の
事
業
と
し

て
計
画
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　灯
油
代
を
県
が
補
助
を

検
討
し
て
い
る
が
、
町
が
補
助

す
る
の
が
前
提
で
あ
る
。
町
は

こ
の
補
助
を
行
わ
な
い
の
か
。

　
　源
流
の
安
全
確
保
の
た

め
花
見
山
を
町
が
購
入
す
る

の
か
。

　
　議
会
に
は
ま
だ
説
明
が

な
い
。

　
　庁
舎
の
空
調
設
備
の
工

事
は
孫
請
け
ま
で
し
て
も
業

者
が
儲
け
て
い
る
。
や
り
方

を
考
え
て
は
。

　
　法
令
、
規
則
に
則
り
執

行
さ
れ
て
い
る
。

　
　こ
ど
も
ゆ
め
基
金
な
ど

で
新
し
い
事
業
を
進
め
る
た

め
、
い
ら
な
い
事
業
を
減
ら

し
て
ス
リ
ム
化
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　
　事
業
評
価
を
し
な
が
ら

行
わ
れ
て
い
る
。

　
　複
業
協
同
組
合
を
日
南

町
で
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。　

　町
長
は
積
極
的
に
活
用

し
た
い
と
発
言
し
て
い
る
が
、

〇
駐
車
場
に
入

れ
な
く
て
帰
っ

た
人
も
い
た
は

ず
。
無
料
バ
ス

を
使
っ
た
評
価

は
。
近
く
に
駐

車
場
確
保
が
必

要
。

〇
バ
ス
５
台
を

配
置
し
た
。
だ

が
、
平
日
に
も

多
く
の
人
が
来

場
。
ま
ち
協
で

は
こ
れ
以
上
対

応

で

き

な

い

。

文
化
セ
ン
タ
ー

の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
道
の
駅
は
繁

盛
し
て
い
た
。

〇
智
頭
町
の
職

員
が
３
人
、
２

日
間
、
い
ち
ょ

う
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
た
。
町

職
員
も
そ
の
意
気
込
み
を
見

習
う
べ
き
。

　
　各
ま
ち
協
へ
一
括
交
付

金
で
配
分
さ
れ
て
い
る
の
で
、

会
長
の
報
酬
は
各
ま
ち
協
で

検
討
さ
れ
る
べ
き
。

　会
長
へ
令
和
４
年
４
月
１

日
付
け
で
辞
令
交
付
す
る
。

動
き
が
な
い
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

採
用
と
定
住
へ
の
取
り
組
み

は
。　

　制
度
設
計
を
見
直
し
、

魅
力
あ
る
も
の
を
も
と
め
て

い
く
。

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

採
用
し
ま
ち
協
で
仕
事
を
し

て
も
ら
え
ば
良
い
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は

ま
ち
協
会
長
の
辞
令
交
付
さ

え
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
無
報
酬
で
も
あ
る
。

　会
長
は
、
町
と
の
協
議
や

研
修
会
へ
の
出
席
な
ど
多
く

の
業
務
が
あ
る
。
来
年
度
か

ら
辞
令
を
交
付
し
責
任
を
も

た
せ
報
酬
を
出
す
べ
き
。

　ま
ち
協
が
頑
張
ら
な
く
て

は
町
が
成
り
立
た
な
い
と
い

う
認
識
が
低
い
。

〇
い
ち
ょ
う
イ
ベ
ン
ト
は
例
年

２
週
間
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は

３
週
間
の
開
催
で
あ
っ
た
。
事

務
長
、
支
援
員
は
大
変
で
あ
っ

た
。
16
日
か
ら
多
く
の
人
は
役

場
か
ら
歩
い
た
。
１
万
人
は
突

破
し
て
い
る
と
思
う
。

問問問問

問問 問問

問問問問 答答

問問

問問問問問問 答答答答答答答答

答答答答答答

答答

答答

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊

灯
油
代
の
補
助

議
会
発
議
で
条
例
化
し
た
補
助
事
業

花
見
山

町
発
注
工
事

こ
ど
も
夢
基
金

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
の
文
字
放
送

賑わう いちょうイベント

　
　徳
島
県
内
で
病
院
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル

ス
感
染
し
使
え
な
く
な
っ
た
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
日
南
病
院

や
役
場
の
シ
ス
テ
ム
は
大
丈
夫

な
の
か
。

　
　日
南
病
院
の
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
さ
れ
て
い
る
が
、

L
2
T

P
/IP

sec

と
い
う
接
続
方

式
に
よ
り
不
正
侵
入
を
防
い
で

る
。
ま
た
、
役
場
の
回
線
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
、
一
般
行
政

事
務
用
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
用
が

独
立
し
て
い
る
の
で
ネ
ッ
ト
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
保
た
れ
て
い

る
。
し
か
し
、U

SB

メ
モ
リ
の

持
ち
込
み
な
ど
に
よ
る
人
的
な

対
策
は
重
要
で
あ
る
。

　
　就
農
を
希
望
す
る
若
者

へ
の
窓
口
を
広
げ
る
た
め
、
農

業
体
験
で
き
る
場
所
と
、
女
性

の
利
用
も
想
定
し
た
住
居
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
欲
し
い
。

　
　産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

事
業
の
中
で
、
移
動
も
考
慮

し
た
体
験
場
所
と
住
居
の
検

討
を
町
へ
求
め
て
い
く
。
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　井
戸
掘
削
の
目
的
は
第

一
団
地
の
水
源
確
保
で
あ
っ

た
。
水
質
調
査
の
結
果
は
工
事

用
水
と
し
て
は
不
適
で
あ
っ
た

が
、
工
事
の
遅
延
と
は
関
係
が

な
く
第
一
団
地
か
ら
の
給
水
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
　気
候
危
機
を
心
配
し
て

い
る
。
小
さ
な
町
で
は
あ
る
が
、

CO2

削
減
を
本
気
で
考
え
な
い

と
、
子
供
、
孫
の
生
活
が
脅

か
さ
れ
続
け
る
。
ゴ
ミ
問
題
を

含
め
、
本
気
に
考
え
て
︵
ゴ
ミ

減
量
化
、
燃
や
す
量
を
減
ら

す
︶
地
球
を
守
る
と
い
う
意
識

を
町
民
の
中
に
根
付
く
よ
う
先

頭
に
立
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
　CO2

削
減
の
た
め
に
議
員

も
研
修
を
進
め
て
い
く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ

き
と
提
案
す
る
。

　
　Ｊ
Ｒ
100
周
年
の
イ
ベ
ン

ト
が
日
野
郡
内
で
行
わ
れ
、

他
町
の
職
員
が
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
生

山
駅
、
上
石
見
駅
の
100
周
年

を
控
え
て
い
る
日
南
町
職
員

の
参
加
が
な
か
っ
た
。

　
　町
の
体
制
と
し
て
準
備

し
て
ほ
し
い
。

　
　町
は
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
イ

ン
株
の
35
％
を
保
有
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
会
社
が
入
札

な
っ
た
、
議
会
は
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

　
　事
業
計
画
の
見
直
し
の

た
め
事
業
開
始
が
１
年
遅
れ

る
と
の
報
告
を
受
け
た
が
新

た
な
工
程
表
は
ま
だ
提
出
さ

れ
て
い
な
い
。

　
　霞
自
治
会
で
説
明
会
を

何
回
も
行
っ
た
。
変
更
が
あ
れ

ば
自
治
会
長
に
す
ぐ
に
文
書
で

報
告
す
べ
き
で
あ
る
。
株
式
会

社
で
な
く
合
同
会
社
で
あ
る
こ

と
に
不
安
が
あ
る
。

　
　延
期
に
つ
い
て
自
治
会

に
報
告
が
な
い
の
は
遺
憾
で

あ
る
。
合
同
会
社
で
あ
る
こ

と
の
不
安
に
つ
い
て
は
、
今

後
調
査
、
検
討
す
る
。

　
　協
定
書
の
原
案
は
平
成

２
年
12
月
に
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
。

自
治
会
と
し
て
は
い
つ
で
も
締

結
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

　
　協
定
書
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
か
ら
新
規
の
計
画
書
が

出
た
時
点
で
改
め
て
町
、
事
業

者
、
自
治
会
の
３
者
で
協
議
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　第
１
団
地
の
水
源
確
保

の
た
め
に
掘
削
し
た
井
戸
水

は
工
業
用
水
に
適
さ
な
い
水

と
聞
い
て
い
る
が
、
工
事
の

遅
れ
等
と
の
関
係
は
。

に
参
加
す
る
の
は
ど
う
な
の

か
。
株
式
の
売
却
を
考
え
る

時
期
で
は
。

　
　入
札
の
参
加
に
つ
い
て

は
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
株
式
の
売
却
に
つ
い
て

は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　農
協
が
赤
字
部
門
の
奨

励
金
を
い
き
な
り
カ
ッ
ト
し

た
り
、
そ
ば
の
刈
賃
を
上
げ

た
り
す
る
。
も
っ
と
工
夫
し

て
は
ど
う
か
。

　
　農
協
の
関
係
者
で
協
議

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　令
和
３
年
産
の
米
価
が

下
落
し
て
お
り
、
J
A
の
概

算
金
の
支
払
い
も
下
落
し
た
。

議
会
の
国
・
県
へ
の
動
き
は

あ
る
の
か
。

　
　米
価
安
定
の
た
め
に
国

で
一
定
数
量
の
隔
離
対
策
等
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　
　木
材
団
地
の
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
建
設
が
１
年
延
期
と

問問 問問答答

問問問問問問

問問

答答答答答答

問問

問問

問問問問

問問 答答答答答答

答答答答

答答答答

木
材
団
地
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
建
設

農
業
体
験
者
の
受
け
入
れ

米
価
の
下
落

グ
リ
ー
ン
シ
ャ
イ
ン
の
町
所
有
株

Ｊ
Ａ
の
動
き

電
算
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

環
境
問
題

Ｊ
Ｒ
の
イ
ベ
ン
ト

ＪＲ生山駅

清掃センターのごみピット
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

日南町

東京から

　今
年
度
は
管
理
職
の
顔
ぶ
れ
が
、

大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た
。
人
を
指
導

す
る
と
い
う
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
信
頼
関
係
を
築
く
心
構
え
と

し
て
、
山
本
五
十
六
の
名
言
に
次
の

様
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　や
っ
て
み
せ

　言
っ
て
聞
か
せ
て

　さ
せ
て
み
て

　誉
め
て
や
ら
ね
ば

　人
は
動
か
じ

　前
例
や
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に

す
る
の
で
は
な
く
、
や
っ
て
見
せ
て

か
ら
、
任
せ
て
や
ら
せ
て
み
る
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　荒
木

　
　博

　記

発
行
責
任
者

　
　
　議

　
　長

　山
本

　芳
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議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　委

員

長

　近
藤

　仁
志

　
　
　副
委
員
長
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田
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　久
代

　安
敏

　
　
　
　
　〃

　　
　荒
木

　
　博

　
　
　
　
　〃
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本

　健
三
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　坪
倉

　勝
幸

編

集

後

記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
東
京
・
葛
飾
区
か
ら
日
南
町
へ

　日
本
大
学
芸
術
学
部
を
卒
業
後
、
３

年
間
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
制
作
現
場
で
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
先
の
見
え
な
い
業

界
だ
と
感
じ
て
い
た
の
で
転
職
を
探
し

て
い
ま
し
た
。

農
業
研
修
制
度
の
第
一
期
生

　13
年
前
、
日
南
町
の
こ
と
を
知
り
２

年
間
農
業
研
修
生
と
し
て
学
び
、
す
ぐ

に
農
業
の
現
場
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
は
い
ろ
い
ろ
体
験

　水
稲
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
泥
か
ら
生
ま

れ
て
生
産
す
る
物
は
、
い
ろ
い
ろ
作
っ

て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　新
し
い
町
民
体
育
館
が
で
き
た
の
で

﹁
日
南
J
V
C
﹂
チ
ー
ム
で
小
学
生
に

週
３
日
間
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
教
え
て

い
ま
す
。

結
婚
を
機
に
霞
の
新
居
へ

　今
は
、
妻
の
母
と
３
世
代
で
暮
ら

し
て
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
や
小
学
校

に
歩
い
て
通
え
る
の
で
と
て
も
気
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
休
日
に
子
ど
も
の
遊

べ
る
場
所
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い
い
で
す
。

健
康
が
い
ち
ば
ん

　３
年
前
の
年
末
に
﹁
く
も
膜
下
出

血
﹂
で
鳥
取
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に

入
院
し
て
治
療
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
良
好
で
す
が
、
大
切
な
家
族
や
農
業

を
続
け
る
た
め
に
も
体
調
管
理
を
キ
チ

ン
と
や
り
ま
す
。

農
業
の
将
来
展
望
は

　世
の
中
が
ど
ん
な
情
勢
に
な
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
人
が
生
き
る
た
め
に
は
、

先
ず
は
食
べ
物
。
し
っ
か
り
作
っ
て
い

き
た
い
。

農
業
も
子
育
て
も
中
国
山
地
の
ド
真
ん
中
！

長
谷
川

　直
人
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
︵
霞
︶

農業法人の種まき

写真右から妻の彩湖さん、海律くん1才、

楓貴くん5才、朔也くん6才、写真後ろに

天音くん11才、直人さん

あやこ

ふうき さくや

なおとあまね

かいり


